
　　　

（午前１０時４分��開会）
○柴田委員長　ただいまから吹田操車場
跡地・駅前再開発特別委員会を開会いた
します。
　まず、理事者からあいさつを受けたい
と思います。
　竹本助役。
○竹本助役　ご多忙中のところ吹田操車
場跡地・駅前再開発特別委員会を開催賜
りましてまことにありがとうございます。
　本日の委員会の案件といたしましては、
ご案内のとおり、吹田操車場跡地の利用
問題につきまして、平成１０年度の事業
として取り組みをいたしました利用計画
についての委託調査についてご報告を申
し上げたいと考えております。
　どうぞよろしくお願いを申し上げまし
て、甚だ簡単でございますが、ごあいさ
つとさせていただきます。
○柴田委員長　竹本助役のあいさつが終
わりました。
　本日の委員会記録署名委員は、原田委
員を指名いたします。
　それでは、本日の案件は、ご案内のと
おり、吹田操車場跡地利用問題について
でございます。
　理事者から説明をお願いします。
　小西部長。
○小西都市整備部長　吹田操車場跡地に
つきましては、本年１月２０日に梅田貨
物駅の吹田操車場跡地への移転計画に関
する基本協定を大阪府、本市、吹田市、
日本鉄道建設公団、そして日本貨物鉄道
株式会社との５者間におきまして基本協
定の締結を行い、その内容につきまして
は、過日の委員会でご報告を申し上げた
ところでございます。
　その後、基本協定に基づきます行政手
続につきましては、鉄道建設公団では、
環境対策面から環境影響調査の実施や、

まちづくりに資するための開発可能用地
の規模の確定作業等、さらに、地元説明
への取り組みを進めるための事業計画の
作成等が進められているところでありま
す。
　鉄道建設公団において、具体的な（仮
称）吹田ターミナルへの事業計画や環境
アセスメント案の取りまとめがなされた
段階におきまして、本委員会並びに地元
関係者への説明等の取り組みを具体化し
てまいりたいと考えております。
　さて、本日、本委員会を開催いただき
ました案件の内容につきましては、昨年
１２月３日の本委員会におきまして、吹
田操車場跡地利用計画策定調査の中間報
告をさせていただきましたが、平成１０
年度委託調査の最終報告といたしまして、
お手元にご配付いたしております報告書
の概要版についてご説明を申し上げます。
　委託内容につきましては、一つは、開
発可能用地に対します吹田操車場跡地利
用基本構想（Ｉ）と、もう一つは、開発
可能用地周辺についての吹田操車場跡地
周辺地域整備計画調査の２冊であります。
　今回の調査の実施に当たりましては、
開発可能用地と周辺地域が抱える課題の
実態を把握しながら、連携を図れる構想
づくりを目的といたしておりまして、開
発可能用地が周辺に与える付加価値を高
める影響を組み立てながら、広域的位置
づけの中で将来のまちづくりが周辺地域
と一体の事業効果が得られるような構想
づくりを基本としながら取りまとめを行っ
てまいりました。
　本調査の内容の説明につきましては、
この後、引き続きまして担当よりご説明
を申し上げますが、平成１１年度に実施
を予定いたしております開発可能用地の
まちづくり構想づくりへの取り組み方針
につきまして、簡単にご説明を申し上げ
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たいと思います。
　本年度の調査委託につきましては、本
委員会からもご意見をいただいておりま
す跡地の開発性と事業の成立性の条件を
整理し、構想案の絞り込みを進めながら、
事業経営の戦略的計画案づくりに取り組
み、さらに市民の方々へのアンケートの
実施による意向の把握を行い、構想案に
反映をいたしてまいりたいと考えており
ます。
　また、現在の社会経済状況の実態や、
本市の財政状況につきましては、委員各
位にもご理解を賜っているところであり
ますが、相当厳しい状況にあることは事
実であり、本調査を慎重に進めることの
重要性につきまして、我々も十分認識を
持って、基本的に本構想の実現には、本
市の財政基盤に大きな負担とならないよ
うな仕組みづくりを検討していかなけれ
ばならないと考えております。
　以上で今日までの経緯と、これからの
取り組み方針につきましてご説明を申し
上げましたが、引き続き跡地利用基本構
想と周辺地域整備計画調査につきまして
も、よろしくご理解を賜りますようお願
い申し上げ、以上で私からの説明とさせ
ていただきます。
　なお、本日、特別委員会でご説明をさ
せていただきました吹田操車場跡地利用
基本構想（Ｉ）について、７月１５日号
の広報に掲載をする予定であります。
　以上でございます。
○柴田委員長　引き続いて、説明は北野
次長。
○北野都市整備部次長　まず、資料のご
確認をさせていただきたいと思います。
　お手元の方にご配付させていただいて
おります黄緑色の表紙で吹田操車場跡地
周辺地域整備計画調査、そして２冊目は、
白表紙で吹田操車場跡地利用基本構想

（Ｉ）という２冊をお手元の方に配付い
たしております。
　それでは、黄緑色の表紙でございます
周辺地域整備計画の調査内容につきまし
てご説明申し上げたいと思います。
　まず、本調査は、吹田操車場跡地を取
り巻く周辺地域のまちづくりとの整合を
図りながら、跡地利用計画を検討してい
く必要があることから、跡地利用計画策
定の前提といたしまして、吹田操車場跡
地周辺地域につきましての調査を実施さ
せていただいたような次第でございます。
　まず、調査の１ページでございますが、
１ページでは調査の背景と目的について
記載いたしております。
　操車場跡地及び周辺地域の整備に当た
りましては、現在、新大阪、江坂や、千
里中央など広域的ないわゆる拠点が形成
されており、このような動きを視野に入
れつつ、大阪都市圏の新拠点として独自
性と特色のあるまちづくり、また市域レ
ベルで見た場合、都市環境の保全、高齢
化社会への対応、災害に強いまちづくり、
低・未利用地の有効活用など地域が抱え
るまちづくりの課題を把握し、今後の整
備方向を検討するものでございます。
　次に、本調査の対象地域の設定及び地
区分割についてでございますが、１ペー
ジの右端にこの絵が載っております。こ
れにつきましては、吹田操車場跡地の利
用計画策定に対しまして直接的に大きな
影響が及ぶと考える地域を対象といたし
まして、また吹田操車場跡地を含み市街
地形成のまとまりに配慮したものでござ
います。
　そして、行政界や市の骨格を形成する
広域的ないわゆる幹線道路、鉄道による
地域分割、地域構成の実態を配慮する中、
三つの要素によりまして、本ページ右側
にお示しさせていただいております北端
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を大阪高槻京都線、そして、さらに南端
を十三高槻線、そして、東端を千里丘三
島線から阪急京都線、さらに千里丘東１
丁目の方に上りまして茨木市市境界を結
ぶ線、そして、さらに西端では、正雀川
といたしまして、周辺地域のいわゆる具
体的な設定ということで、一定そのエリ
アを調査対象として取り組ませていただ
いたような次第でございます。
　本市域は３地区に分かれており、そし
て、その３地区を千里丘地区を一つ、そ
して阪急京都線以北でＪＲまでを千里丘
東地区、そして、さらに三つ目といたし
まして阪急京都線以南を正雀地区とし、
各地区の整備課題及びまちづくりの方向
を取りまとめたものでございます。
　次に、調査の報告書の２ページでござ
いますが、２ページでは周辺地域の位置
づけと整備の方向でございます。
　北大阪地域における位置づけと整備の
方向といたしまして、上位計画でありま
す大阪府の総合計画の中での吹田操車場
跡地利用に関する記述及び当周辺地域と
連携及び役割分担を図る拠点整備が示さ
れているところでございます。
　次に、３ページをお開きいただきたい
と思います。
　３ページの６行目からは北大阪地域に
おける広域的な視点からの整備方向を示
しているところでございます。以前にも
いわゆる懇話会の提言でも若干お示しさ
せていただいておりますが、再度いわゆ
る調整をする中で精査してきたものでご
ざいます。この右下の図に書いておりま
すように、まず一つ目といたしまして、
大阪、新大阪、そして操車場跡地及び周
辺地域、京都を結ぶ国土軸であるものを
東海道軸と位置づけております。そして
二つ目は、大阪、新大阪、江坂地区及び
千里中央新都心をそれぞれ結ぶいわゆる

業務情報軸といたしております。三つ目
は、千里中央地区、そして、さらに万博
公園地区、摂津シビックゾーン、東大阪
新都心をそれぞれ貫く中央環状軸。そし
て四つ目には、ＪＲ吹田駅周辺と江坂地
区を結ぶ吹田都心機能連携軸。さらに五
つ目といたしまして、操車場跡地及び周
辺地域と万博公園地区、そして国際文化
公園都市を結ぶ研究・文化軸。そして最
後になりますが、本市のいわゆる北部都
市核であるＪＲ千里丘駅周辺とシビック
ゾーンを結ぶ摂津中央都市軸といたして
おります。
　以上、六つの広域軸、都市軸を北大阪
における広域的な地域構造としてお示し
いたしているところでございます。
　続きまして、周辺調査の整備方向とい
たしまして、次の四つを北大阪地域にお
ける広域的な地域構造から見た周辺地域
の整備課題として掲げております。ちょ
うど絵の上になるわけでございますが、
新たな地域アイデンティティーを創造す
る北大阪地域の地域核としての整備。　
そして二つ目は、周辺地域は広域的ない
わゆる東海道軸、都市軸としての研究・
文化軸の結節点に位置することから、既
存の学術、そして研究開発機能や産業の
集積を活かしつつ、２１世紀の北大阪地
域の経済活動の一翼を担う都市型産業に
係る新起業情報の発信、そして交流拠点
としての整備というものを考えていると
ころでございます。そして三つ目といた
しまして、ＪＲ新幹線、在来線の広域ア
クセス性を活かしつつ、北大阪地域にお
ける住宅都市として成長してきた歴史的
経過を踏まえ、２１世紀の生活文化都市
としての役割を担う、職・住・遊・学が
複合する広域生活交流拠点としての整備
が求められているところでございます。
　これらにつきましても上位計画に位置
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づけられている本市、あるいは吹田市を
中心とした北大阪地域全体の都市構造、
都市機能の構築に結びつけていく必要が
あるということが一つの課題とされてい
るところでございます。
　次に、４ページをお開きいただきたい
と思います。４ページでは本市域におけ
る位置づけと整備の方向でございます。
　当内容では、まず平成８年２月策定の
本市の総合計画の中で、当地域に関連い
たします記述の抜粋並びに平成９年に出
されました吹田操車場跡地への懇話会の
提言を受けまして、この内容を絞り込ん
できたところでございます。
　次に、市域レベルでの地域的視点から
の整備方向として、新たな地域軸のいわ
ゆる形成と、周辺地域のまちづくりの方
向性の２項目に分けて提案がなされてい
るところでございます。
　新たな地域軸としての形成といたしま
して次の三つが挙げられるわけでござい
ます。
　そこで５ページをお開き願いたいと思
います。５ページでは、その新たなもの
といたしましては、ＪＲ岸辺駅から新御
堂に至るルートをアメニティ回廊といた
しております。そして二つ目は、江坂か
ら大阪市東部に至る内環状軸といたして
おります。そして三つ目は、摂津環状都
市軸といたしまして、特に本市のいわゆ
る都市核とシビックゾーンを結ぶ軸であ
り、災害時における防災の軸としての役
割を持っているというふうなものでござ
います。
　以上、三つのいわゆる地域軸としての
方向性をお示しさせていただいておりま
す。
　次に、２）では、周辺地域におきます
まちづくりの方向性といたしまして七つ
のものを掲げているところでございます。

　その一つ目といたしましては、安全で
快適な都市空間の形成に向けた取り組み、
そして二つ目につきましては、地域の活
性化を促すまちづくりの取り組み、そし
て三つ目につきましては、立地条件を活
かした市民生活を支える機能を持つまち
づくり、そして四つ目には、地域の資源
を今後創造される快適な都市環境を享受
できるまちづくり、そして五つ目につき
ましては、地域全体が有機的に連携する
まちづくり、六つ目につきましては、主
体的なまちづくりの取り組みと地域全体
の発展、そして七つ目には、都市構造、
都市機能の構築につながるまちづくりの
検討が課題とされているようなものでご
ざいます。
　次に、７ページでございますが、７ペー
ジでは、いわゆる道路整備に係る課題と
道路ネットワークの検討として、これを
図でお示しいたしているところでござい
ます。ここの前に図面をお貼りさせてい
ただいておりますが、これに基づきまし
て若干ご説明を加えてまいりたいという
ふうに思います。
　この図につきましては、茶色実線が整
備済幹線道路でございます。そして、次
に茶色破線を未整備幹線道路といたして
おります。次に緑色実線が整備済地区サー
ビス道路となっております。そして緑破
線を未整備地区サービス道路といたして
おります。そして、さらに赤丸ダッシュ
線を本調査で新たにご提案いただきまし
た構想道路と位置づけております。また、
黒ダッシュ点が既設地下通路、そして黄
色で塗りつぶしているのが住区内の生活
道路の基盤整備の改良、そして歩行者交
通機能の強化等の検討が必要なエリアと
なっております。
　まず、幹線道路といたしまして、ＪＲ
に沿って東西方向に既に完成いたしてお
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ります大阪高槻京都線でございます。そ
して整備中でもございます十三高槻線の
２路線でございます。またＪＲを横断す
る南北方向に千里丘三島線、そして吹田
にまいりますと豊中岸部線、そして佐井
寺片山高浜線の３路線がいわゆる南北方
向に位置されているということでござい
ます。これらの路線の未整備区間につき
ましては、整備の促進を求める必要があ
るということでございます。
　以上、５路線に加えまして周辺地域へ
の接続路線となっております千里丘寝屋
川線につきましても、同様に整備促進が
求められているところでございます。
　次に、緑色の地区内サービス道路とい
たしまして、既に都市計画決定がされて
おります本市の坪井味舌線、そして千里
丘正雀一津屋線に加え新たないわゆる構
想道路といたしまして、山田摂津線と正
雀一津屋線を結ぶ新設道路、赤色の点線
でございます。そして千里丘地区での現
狭隘道路の改良、具体的な位置は東光精
機の東側でございます。この道路を一定
位置づけております。そして、さらに千
里丘東地区での狭隘道路の改良でござい
ます。これは鳥山公園の東側道路でござ
います。そして阪急正雀駅と千里丘寝屋
川線を結ぶアクセス道路の整備でござい
ます。そして操車場跡地と千里丘駅を結
ぶアクセス道路の改良でございます。そ
して操車場跡地利用に伴う東西方向の新
良道路の位置でございます。
　以上、ネットワーク的に見た、あるい
はまた災害路的ないわゆる道路の要素に
つきましても、今後そういった計画でもっ
て取り組む必要があるように考えている
ところでございます。
　次に、８ページの緑のネットワークの
図でございますが、ここでは幹線道路を
メインルートとし、サービス道路の一部

につきまして、メインルートを補完する
サブルートと位置づけまして、主な都市
公園及び公共施設間を相互に結ぶ歩行者
ルートを整備し、これをネット化いたし
たものでございます。
　それでは、紫色の点でお示しさせてい
ただいておりますのが、歩行者のメイン
ルートでございます。そして、次に青色
の点でお示しさせていただいております
のが歩行者のサブルートでございます。
先ほども申しました千里丘地区、そして
千里丘東地区のサービス道路もこのサブ
ルートといたしまして現在考えていると
ころでございます。
　次に、９ページにまいります。９ペー
ジでは地区別のいわゆる整備課題といた
しましての方向づけを示しているところ
でございます。この表を見ていただいた
らわかりますように、道路整備の中では
同じく３地区ともいわゆる狭隘道路率が
高いということが見受けられます。そし
てＪＲ東海道線と阪急京都線によってさ
らに分断されていることから、地区間の
アクセスに問題があると。そして公園緑
地等の内容では、３地区ともに同じく公
園のスペースが不足しているというふう
な状況が出てきております。そして人口
のところでは、３地区とも人口密度、高
齢化率が府下平均よりも非常に高くなっ
ております。また、特に千里丘地区につ
きましては、世帯人口が低く、単身世帯
が多いことがうかがわれるような状況で
ございます。建物につきましても同様、
３地区とも老朽化率が高く、さらに木造
率も高いことが見受けられます。次に、
防火指標につきまして、同じく３地区と
もいわゆる消防活動困難区域が見られる
ところでございます。また不燃領域率も
低いと。ここの千里丘地区では２０．６
％、さらに千里丘東地区では２４．８％、
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正雀地区では３７．２％というふうになっ
ているところでございます。
　次に、１１ページをお開きいただきた
いと思います。１１ページでは、この９
ページのいわゆる課題を解消するための
方法といたしまして、ここの図でお示し
をさせていただいております。
　続きまして、１１ページでございます
が、１１ページにつきましてご説明申し
上げたいと思います。
　ここではまちづくりの方向性でござい
ます。道路整備状況の中では、特にいわ
ゆる千里丘三島線の整備が求められる。
さらには地区西部におけるＪＲを挟んだ
南北地域間の分断解消を図るためのいわ
ゆる山田摂津線と千里丘正雀一津屋線を
結ぶ道路の整備を求められているところ
でございます。そして操車場跡地の北側
に東西方向の道路を整備するということ
が求められているところでございます。
そして防災性、安全性の向上に寄与する
ため、地区の骨格となる南北方向の狭隘
道路を建築物の建替え等にあわせ拡幅や
改良を行っていくということも求められ
ているところでございます。そして阪急
京都線を挟んだ南北地域間の分断につい
て、立体交差による解消を図ることが求
められているということでございます。
　次に、公園・緑地につきまして、次の
三つが掲げられております。
　まず、一つ目といたしまして、操車場
跡地開発における公園、緑地の整備。周
辺地域の防災性、安全性を高めるととも
に、地区のアメニティ向上に寄与する形
でのいわゆる公園・緑地の整備を吹田操
車場跡地による開発が求められていると
ころでございます。そして近辺のいわゆ
る社寺林、墓地林などの既存の緑の集積
箇所につきましては、地区の防災、アメ
ニティの観点から維持、保全の具体的な

施策を検討することが求められておりま
す。そしてオープンスペースの不足を解
消するため、境川、山田川のふれあいづ
つみ整備事業を推進するということが求
められております。
　次に、人口問題関連といたしまして、
周辺地域は本市において比較的高齢化率
の高い地域でもありまして、道路、公園
のバリアフリーやユニバーサルデザイン
の採用など、人にやさしいまちづくりに
向けた検討が必要とされております。
　次に、建物関係では、特に老朽建物が
密集している部分を中心に、街区の不燃
化、耐震化を進める観点から、各種事業
手法、制度をもって老朽住宅の建替えを
促進する施策も検討されていると。特に
その図面では黄色の部分を位置づけられ
ているところでございます。
　次に、防火指標につきましては、前段
でお示しいたしました道路、公園等の整
備及び老朽住宅の建替えにより、消防活
動困難区域の縮小、解消、不燃領域率の
向上を図れるものと考えております。
　ここにその他といたしまして、千里丘
におきましては、正雀下水処理場の立地
を示しております。これにつきましても
かねてからいろいろご意見をいただいて
いる中で、やはり本市におきましても一
定その必要性、その内容につきましては、
十分検討していく必要があるということ
で、現在も継続しながら検討を進めてい
るという次第でございます。
　続きまして、１２ページではまちづく
りの方向をこの図化したものでございま
す。
　次に、１３ページでございますが、こ
こでは周辺地域のまちづくりに向けての
今後の課題を示しているものでございま
す。特に周辺地域で独自に対応していく
べきいわゆる都市基盤、住環境、面整備
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に関する検討課題を掲げております。
　そして操車場跡地に対して求められる
課題といたしまして、誘致機能、あるい
は施設に対して次の四つが掲げられると
いうことでここにも列記させていただい
ております。
　まず一つ目は、周辺地域の商業活動の
活性化、地元商店街の振興につながるよ
うな方策の検討。そして地場産業の活性
化を促し、新しい産業や雇用創出のきっ
かけとなる地域共生型、協働型の産業交
流、研修機能や新技術、新商品開発のた
めの研究開発機能の誘致の検討。そして、
さらに周辺住民を含む市民の生活をより
豊かにし、市民相互の交流が形成される
場などの整備の検討。そして、次にはい
わゆる環境保全、創造、リサイクル型都
市を目指した省エネルギー、省資源化型
のまちづくりの検討。
　続きまして、都市基盤整備に対しまし
てさらに三つを計上させていただいてい
るところでございます。
　この内容につきまして、地域分断の改
善を図る交通施設の整備、そして改良の
検討。その内容といたしましては、千里
丘正雀一津屋線と山田摂津線を結ぶ連絡
道路の新設、そして千里丘三島線の早期
整備、そして既設道路のＪＲ横断地下通
路を改良し、跡地利用にあわせた地下区
間のいわゆる短縮化、そして、さらには
周辺地域の商店街と操車場跡地開発を結
ぶアメニティの高いプロムナードの整備
による新たな人の流れの形成などでござ
います。そして最終的には、先ほども申
しました処理場の取り扱いにつきまして、
跡地利用のまちづくりのイメージにあわ
せた取り組みの検討が必要だということ
が位置づけされているところでございま
す。これを受けまして開発可能用地につ
きまして検討してまいった吹田操車場跡

地利用基本構想につきまして、引き続き
ご説明申し上げます。
○柴田委員長　森川都市政策課長代理。
○森川都市政策課長代理　それでは、引
き続きまして吹田操車場跡地利用基本構
想（Ｉ）のご説明をさせていただきます。
　お手元に用意させていただきました報
告書の概要版に基づきまして、ページを
追って説明させていただきたいと思いま
すので、どうかよろしくお願い申し上げ
ます。
　まず、第１ページ目の、はじめにとい
うところでありますが、ここでは調査の
目的と、そして構成につきまして目次を
掲載させていただいております。本調査
報告書につきましては、まず第１番目に、
社会的背景と計画地の位置づけ、そして
２番目に、まちづくりの基本方針、そし
て３番目に、事業計画の検討、そして最
後の４番目に、今後のまちづくりに向け
ての整備課題と、そういう４章から構成
いたしております。
　それでは、２ページ目でありますけれ
ども、第１章の社会的背景と計画地の位
置づけというところからご説明させてい
ただきたいと思います。
　この章につきましては、先ほど地域周
辺整備計画の中で地域の位置づけと整備
方向で一部重複するところがございます
ので、簡単に流させていただきたいと思
います。
　まず、２ページ目の１－２の社会的背
景でありますが、一定、この種の報告書
をまとめるに当たって今の社会的背景を
五つにまとめさせていただきました。
　まず第１に、国際化・高度情報化の進
展への対応、そして二つ目に、人口構造
の変化への対応、これは少子・高齢化が
急速に進んでいる中でどう対応していく
かということで挙げさせていただいてお
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ります。また三つ目に、個人の価値観、
そして生活スタイルの変化への対応、四
つ目に、環境負荷の少ないまちづくり、
五つ目に、まちづくりへの市民参加の進
展。
　以上、五つを社会的背景として整理い
たしたところでございます。
　次に、３ページ目でありますが、これ
は北大阪地域における位置づけというこ
とでありますので、先ほどの説明と重複
いたしますので割愛させていただきます。
　４ページ目でありますが、ここでは大
阪都市圏及び北大阪地域の主要プロジェ
クトの動向を表にまとめさせていただき
ました。
　そして（３）の北大阪地域における広
域視点からの整備方向の検討ということ
で四つのまとめ方をさせていただいたわ
けでありますが、この部分につきまして
も、先ほどの周辺整備計画と重複いたし
ますので割愛させていただきます。
　また、５ページ目でありますが、吹田
市と摂津市における位置づけ、これは吹
田、摂津の総合計画から抜粋させていた
だきましたものであります。
　そして、６ページ目でありますが、懇
話会の提言の一部をここに挙げさせてい
ただいております。位置づけ、利用方向、
目標像。
　そして（２）番目に、吹田、摂津両市
における地域的視点からの整備方向の検
討ということで五つ挙げさせていただき
ました。立地条件を活かした市民生活を
支える機能を持つまちづくりを考えてい
くと。二つ目に、地域の資源と今後創造
される快適な都市環境をともに享受でき
るまちづくり。三つ目に、地域全体が有
機的に連携するまちづくり。四つ目に、
自立と共生のまちづくり。五つ目に、都
市の構造、都市機能の再構築につながる

まちづくりと五つに整理させていただき
ました。
　第１章につきましては、以上でありま
す。
　それでは、７ページのまちづくりの基
本方針について説明をさせていただきた
いと思います。
　この章につきましては、７ページから
１４ページにわたりましてまとめさせて
いただいているところでありますが、７
ページのところでは、地域核ということ
について、定義、そして成立条件、基本
理念、目標像につきまして記述いたして
おります。
　まず、地域核とはどういうものかとい
うことでありますけれども、その地域の
イメージの中心であり、都市においては
最も都市らしい場所、都市の持つ利便性
や快適性を最も享受できる場所であると
いうように考えております。そのような
地域核が成立するためには五つの成立条
件を整理いたしました。
　まず一つ目に、後背地と一体的なもの
でなければならないということで領域性
を挙げさせていただいております。
　二つ目に、後背地域の中で規模や機能
面において希少性がなければならない。
そういうような意味合いで希少性を挙げ
させていただいております。また市民の
日常生活の中で深く関係した親密性が必
要であると。そういう意味で親密性を挙
げさせていただきました。また後背地域
のどこからでもアクセスが可能であると
いう、そういう意味で交通の結節点に立
地することが必要であるというような意
味から、アクセス性を挙げさせていただ
いております。
　五つ目に、後背圏のイメージを代表す
るシンボルとなることが必要であると。
そういう意味でシンボル性を挙げさせて
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いただきました。
　次に、地域核の目標像と計画地の役割
でありますが、２－１のところで地域核
の基本理念を整理させていただきました。
三つに整理いたしております。下の図ⅱ　
－１を見ていただきたいと思いますが、
まず新しい時代、新しい社会の核となら
なければならない。二つ目に、新しい市
民生活の創造の核となる必要がある。三
つ目に、都市の問題解決の核となる必要
がある。三つ挙げさせていただいており
ます。
　そして、８ページ目でありますが、地
域核の目標像といたしまして、先ほどの
理念を踏まえまして、吹田操車場跡地開
発における地域核の目標像といたしまし
て、「�Urban-Dynamic��City� 」と目標像を
掲げました。これは動的なまちというよ
うなことでありまして、時代の変化に合
わせて柔軟に姿を変え、進化するまちづ
くりというような意味合いがあります。
また、周辺地域の環境改善、向上を図る
まちづくり、そして都市の再構築に向け
て市域全体で多様な活動を誘発させるま
ちづくりと。こういうような趣旨から大
きな「�Urban-Dynamic��City� 」という目標
像の下に、革新、創発、共生、品格とい
う四つの個別の目標像を定め、これら実
現のための計画を作成していくというよ
うに整理させていただきました。
　下に括弧の中に、時代の動きを先取り
した２１世紀のモデル都市、周辺地域の
問題を解決し、地域の再構築のきっかけ
となる核、北摂全体に新しい価値観を波
及させる核、北摂地域の個性を代表する
情報発信の核と四つを挙げさせていただ
いております。
　次に、３番目の計画地の基本テーマで
ありますが、これを検討するにつきまし
て、まず、まちづくりの基本方針、そし

て基本目標を整理し、１０ページ以降に
示しておりますようにまちづくりの四つ
の基本テーマを望ましいまちの姿として
整理いたしました。
　まず、基本方針としまして、都市の再
構築を図る開発とする。二つ目に、計画
地と周辺地域を一体の圏域とみなした良
好な都市環境を形成する。そして美しい
都市をつくる。この三つを計画地の基本
方針として定めております。
　次に、９ページでありますけれども、
次に基本目標を三つの視点から整理いた
しました。まず、機能面の基本目標、空
間面の基本目標、計画策定のプロセス面
での基本目標と三つの面から基本目標を
定めまして、まず機能面の基本目標とは、
そのまちにおける人々の生活やさまざま
な活動にかかわる目標であると。四つほ
ど挙げております。安心して暮らせるま
ち。くらし、なりわいの多様性から新し
い文化、価値観を生み出し支援するまち。
産業における市場の開拓や新分野の開発
に寄与し、地域雇用をつくり出すまち。
美しい都市空間や多様なアクティビティ
が人を集め、にぎわいを創出するまちと。
二つ目の空間面の基本目標でありますが、
これは都市景観形成や環境共生、都市基
盤の指針となるような目標であります。
次に、プロセス面の基本目標であります
が、これはまちづくりを進めていく上に
おいての姿勢に関する目標であります。
　以上、四つの面から基本目標を考えま
して、９ページにまちづくりの四つの基
本テーマを提案させていただいておりま
す。
　都市の機能は、都市のアイデンティティ、
そしてまた基本機能レベル、都市の基盤
レベル、三つのレベルから都市の機能は
できているというように言われておりま
す。
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　図のⅱ　－５、都市機能の三つのレベル
の表を見ていただきたいのでありますが、
都市基盤のレベル、都市として成立する
ための基本的なものであります。次に基
本機能レベル、これは大規模な開発事業
において一般的に導入される機能。最後
に都市アイデンティティレベルの機能、
これはいわゆる開発コンセプトと言われ
ている機能であります。ここでは基盤レ
ベルと基本機能レベルでの基本テーマを
整理いたしました。
　右の方にカラー刷りの表がありますが、
ここでまちづくりの望ましい姿としまし
て、一つは環境共生都市モデル、そして
二つ目に安心都市モデル、三つ目に防災
支援都市モデル、四つ目に線状交流都市
モデルを提案させていただきました。
　１１ページでありますけれども、都市
基盤レベルでのテーマであります環境共
生都市モデル、この考え方につきまして
は、新規開発における環境共生のモデル
となるようなまちづくりを目指す必要が
あると。また緑の回廊をシンボル的に設
定するまちづくりにしなければならない。
環境共生実現のための推進主体を組成で
きるようなまちづくりを考えていかなけ
ればならないと。また、そういうまちづ
くりをするについての意義でありますけ
れども、環境共生の取り組みのモデルに
もなるだろうと。二つ目に、環境負荷の
少ない都市を実現し、都市経営面に貢献
すると、そういう意味がございます。ま
た三つ目に、イメージアップを図ること
によって事業性向上に寄与すると、そう
いう意義があるわけであります。
　以上、考え方、意義等をまとめまして、
想定される施設、ソフト等につきまして
は、右の欄に挙げさせていただいており
ます。
　下のところに一定の環境共生都市モデ

ルのイメージ図が載っております。緑の
回廊の要素としまして、ブルーの矢印で
風の道、そしてグリーンの点線が植樹帯・
並木、そしてモールを真ん中に設けまし
て、それと並行してせせらぎを走らすと、
そして南側の部分、軌道との間に緩衝緑
地帯を設けるというような形で全体を緑
の回廊というようなものをイメージして
おります。
　以上が環境共生都市モデルの図であり
ます。
　次に、二つ目に、防災支援都市モデル、
これも基盤レベルでの大事な要素として
考えているわけでありますが、考え方と
いたしまして、一つは、災害時の避難や
生活支援の拠点として整備する応急生活
支援都市機能を設けるということであり
ます。また二つ目に、開発地域全体にＪ
Ｒ線路を加え、延焼遮断帯としての機能
を担わせると。三つ目に、地区内道路を
緊急輸送路とし、消火用水や生活用水と
なるせせらぎの設置、また共同溝の耐震
性、冗長性の付与などの線形の対策を進
めると。
　そういう考え方に立ちまして、このよ
うなまちづくりの意義としまして、一つ
には、住民参加のまちづくりのきっかけ
となるということであります。二つ目に、
災害時における安全性の確保、また速や
かな生活復旧に役立つと。三つ目に、防
災のため確保された緑地は、平時にはア
メニティ豊かな空間となると。
　以上のような考え方や意義等をまとめ
まして、想定される施設、ソフト等につ
きましては、右の上段に挙げさせていた
だいております。
　下部にこのモデルのイメージ図が掲載
されておりますが、吹田駅、そして千里
丘駅の方に両サイドに大きな都市公園が
設置されております。これは緊急時には
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応急生活支援拠点の中心となるところで
あります。そして中央部にかけて小さな
拠点がありますが、これはライフスポッ
トと申し上げまして、一時的に仮設の給
水所やトイレ等を設置して、ライフライ
ンに代わる生活サービスを提供するとい
うようなものであります。また、中央部
に東西に走っておりますせせらぎ、これ
はいざというときには生活用水や消防用
水に使われると。そういう防災支援都市
モデルといいますのは、災害に強い、ま
た事が起こったときに早く復旧できると。
そういうような都市をモデルとして考え
たものであります。
　次に、三つ目の１３ページであります
が、基本機能レベルのテーマであります
安心都市モデルの考え方を提案させてい
ただいております。だれもが安心して居
住し、また来訪することのできるまちづ
くりを行うと。二つ目に、高齢社会にお
ける利用者ニーズに対応し、在宅介護サー
ビスや医療サービスをトータルに提供で
きるシステムを構築する。三つ目に、保
健、医療、福祉など分野間の連携ととも
に、行政機関や企業、ボランティア組織
など性格の異なる主体をコーディネート
する拠点となることを目指すと。
　こういうような考え方で、このような
まちづくりの意義としまして、一つには、
安心して暮らせるまちづくりを具現化す
ることで計画地のみならず周辺地域にも
貢献できるだろうと。二つ目に、関連施
設の機能連携を図るため、既存機能のポ
テンシャルを高めることが期待でき、ま
た地域核としてふさわしい拠点性を創出
することができると。
　以上のような考え方や意義等をまとめ
まして、右の上段に想定される施設やソ
フトを例として挙げております。
　下段に安心都市モデルのイメージ図が

載っております。中央部に集客施設の商
業施設やアミューズメント施設、また生
活利便施設などが想定されております。
　それでは、最後の都市モデル、基本モ
デルであります線状交流都市モデルにつ
いて説明をさせていただきます。
　まず、このモデルの考え方につきまし
ては、余暇活動や市民活動の受け皿とな
る施設などを点在させて、それぞれを軸
でつなぐことで居住者や来訪者の双方が
楽しめるまちづくりを行う。また複数の
性格の違った軸を設定しまして、長い線
状の敷地特性を活かしつつ、それぞれ違っ
た楽しみ方ができるように配慮されてお
ります。
　まちづくりの意義としましては、集客
性や生活利便性の向上に寄与するだろう
ということであります。二つ目に、生活
の質を重視したまちづくりの実現をテー
マとして多様な活動を創出することがで
きると。また三つ目に、周辺地域の住民
や商店主のまちづくり参加を誘導し、利
用を促すことでまちの一体性の創出に貢
献することができるであろうということ
でこのモデルを提案いたしました。
　右の方に想定される施設、ソフトの例
が掲載されております。イメージ図の中
でＮＰＯ等の交流拠点や公共施設のバリ
アフリー化、サインシステムをつくると
か、また商業施設や公共公益施設の集積
を中央部に配置されております。景観コ
ントロールができるようなそういうこと
も配慮されております。
　以上、まちづくりの四つの基本テーマ
について説明させていただきました。
　報告書の１５ページをご覧いただきた
いと思います。
　第３章の事業計画の検討ということで、
ここでは既存事業の２１世紀における事
業展開の方向を六つ挙げさせていただき
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ましたが、これらの事業が今後どういう
ように展開するかということを整理させ
ていただきました。住宅、商業、オフィ
ス、産業拠点、余暇施設・サービス、行
政サービス、六つの分野につきまして、
今の社会的背景と今後の展開ということ
でまとめさせていただいたところであり
ます。
　１６ページ、開発コンセプトでありま
す。ここからこの報告書の重要な部分に
なります三つのコンセプトが提案されて
おります。
　先ほど導入機能レベルについてお話し
申し上げましたが、都市のアイデンティ
ティレベルの段階でこの開発コンセプト
というのが大変重要な意味を持ってまい
ります。都市の特徴となる機能や事業の
方向性を定める手がかりであり、都市の
アイデンティティを決定するルールであ
ると。また評価軸の拠点性や先進性、あ
るいは地域性という意味での地域の貢献
を達成すると、そういうような性格を持
つものがコンセプトであると言われてお
ります。
　右のところに示しています開発コンセ
プト３案の関係図のなかで、まず赤塗り
してある部分でありますが、コンセプト
Ａとしまして、ものづくりコラボレーショ
ンというのも挙げさせていただいており
ます。次にグリーンの部分がありますが、
コンセプトＢとしまして、アミューズメ
ント・セラピー、そして三つ目がブルー
の部分でありまして、フィールド・キャ
ンパスと。この三つのコンセプトを提案
させていただきました。
　それでは、各コンセプトにつきまして
簡単にご説明申し上げます。
　まず、１７ページ、ものづくりコラボ
レーションでありますけれども、この考
え方は、地元産業の技術を活用した新産

業の創造、育成拠点の形成ということを
目的といたしております。四つに要約い
たしておりますので、まず一つは、企業
や研究機関、大学などの持つ情報やアイ
デアを組み合わせることによって、新た
な産業を創出する拠点とする。二つ目に、
環境、福祉、情報など２１世紀の産業を
リードする新商品を開発すると。三つ目
に、計画地のタウンマネージメント、ま
ちの維持管理やまち自体の事業経営であ
りますが、タウンマネージメントや周辺
地域も含めたコミュニティビジネスなど
も行うシステムを導入し、市民に貢献す
ると。四つ目に、企業と市民の交流や社
会勉強等の機会を提供するためのギャラ
リーや研修室を備えたインダストリアル・
ミュージアムや、在宅勤務、職住近接に
対応したＳＯＨＯ型のオフィスなどによっ
て、市民と産業の新しい環境をつくり出
すと。そういうものが、ものづくりコラ
ボレーションというコンセプトでありま
す。
　１８ページに土地利用ゾーニングの考
え方として図示されております。まず豊
中岸部線が敷地のほぼ中央部を走ってお
ります。その中央部に地域生活支援のた
めの機能と、企業交流・研究、また生産
機能を支援する機能を配置いたしており
ます。また中央部から吹田方面にかけて
住宅を主体とした土地利用がなされてお
ります。また千里丘方面にかけましては、
人が訪れ、にぎわいのある空間とするた
めガーデニングセンターや産業交流プラ
ザなどが配置されております。
　次に、二つ目の開発コンセプトであり
ますアミューズメント・セラピーについ
てご説明申し上げます。
　これはスポーツや芸術と福祉の融合に
よる新しい集客施設と、市民交流の拠点
の形成ということであります。三つに要
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約させていただいておりますので、まず
一つは、健康、芸術、環境、福祉といっ
たキーワードをテーマに、アミューズメ
ント性の高い商業施設や文化施設を導入
すると。二つ目に、健康づくりや文化活
動などを楽しみながら、身体的なリハビ
リテーションや心のいやしの効果を受け
られる拠点を形成する。三つ目に、医療
や福祉等の専門的な療養施設であります
リハビリテーションセンター、またスポー
ツをテーマとして、飲み物や物販、娯楽
を提供するスポーツ・アミューズメント、
また大型スポーツセンター、人間と芸術
のかかわりから広くアートを紹介するヒュー
マン・アートセンターなどの施設によっ
て、さまざまな視点からの市民、訪問者
が交流できるようなまちを目指すと。こ
れがアミューズメント・セラピーの考え
方であります。
　２０ページに土地利用のゾーニングが
図示されております。中央部に広域行政
サービスのための機能を配置されており
ます。また吹田方面にかけては、商業系
機能やまた住宅機能が配置されておりま
す。千里丘方面にかけては、総合健康・
福祉機能を配置し、千里丘駅に近いエリ
アでは住宅機能が配置いたしております。
　続きまして、三つ目のフィールド・キャ
ンパスでありますが、これは大学の技術
移転機能を核とした若者が集まる大学交
流拠点の形成ということで、一つは、北
大阪地域の大学とその研究者、また学生
などが多様な活動を通して交流する拠点、
二つ目に、学習交流だけでなく、市民も
参加できる生涯学習、ベンチャー技術を
活かした産業振興、各大学が連携したク
ラブ運営など、地域に貢献できる活動を
創出するということであります。また三
つ目に、大学間の単位互換が可能な講義
や社会人向けの生涯学習プログラムを実

施するサテライトキャンパス、また新し
い共同研究プロジェクトの研究者が集ま
るベンチャーオフィス、大学の技術に関
する研究成果の実用化を促進する北摂技
術移転機関、学生によるにぎわいを創出
するためのサークルボックスなどの施設、
活動を複合させまして、多くの市民が大
学にかかわれるような環境を創出すると。
そういうような考え方でフィールド・キャ
ンパスというコンセプトを提案させてい
ただきました。
　２２ページに土地利用ゾーニングの考
え方を図示させていただいております。
まず中央部でありますけれども、広域行
政サービスのための機能を配置し、吹田
方面にかけては学生街ゾーン、またそこ
から南側には住宅機能を配置するゾーン
となっております。また千里丘方面にか
けては、オフィスや研究施設等の北摂技
術移転ゾーンとするとなっております。
さらに駅の付近では、商業系のガーデニ
ングセンターを配置しまして、岸辺駅方
面から千里丘駅方面に向かってのにぎわ
いを創出すると、そういうようなゾーニ
ングになっております。
　以上が三つの開発コンセプトにつきま
しての説明でありますが、２３ページに
共通事業としまして、どの開発コンセプ
トを採用いたしましても共通する事業が
ございます。それは先ほどご説明させて
いただきました基本機能レベルと都市基
盤レベルでの基本テーマ、この分につき
ましては、どの開発コンセプトであって
もやっぱり採用を検討していかなければ
ならない基本的な考え方であります。そ
れをこの欄に表として挙げさせていただ
いております。
　そして、次のページでありますが、こ
れは開発コンセプト３案と基本テーマを
対応した表を挙げさせていただいており
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ます。縦軸に開発コンセプト３案、そし
てそれに応じた施設を挙げさせていただ
き、横軸に四つの都市基盤レベルのテー
マを挙げさせていただいております。
　それでは、最後の章でありますけれど
も、今後のまちづくりに向けての課題と
いうことで、検討項目といたしまして、
まちづくりの基本方針、そしてまた事業
計画の検討、土地利用の検討、そして都
市基盤施設整備計画と概略整備費用の検
討、そしてその他というような検討項目
を設けまして、課題、そして今後の検討
事項を整理させていただきました。この
中で主に今後検討しなければならない事
項を五つ挙げさせていただいております。
一つは、誘致施設の抽出と誘致方策の検
討、いわゆる事業計画をより深く掘り下
げて検討するということであります。二
つ目に、都市基盤整備やまちづくりの運
営に関する事業手法や事業主体の検討で
あります。三つ目に、事業採算性の検討、
そして四つ目に、まちづくりの空間イメー
ジの検討、都市基盤整備計画の深度化と
事業計画のイメージ化であります。次に
五つ目に、段階的整備方針などまちづく
りのプロセスに関する検討、これらが今
後事業のあり方を検討していかなければ
ならないと考えているところであります。
　以上をもちまして吹田操車場跡地利用
基本構想（Ⅰ　）の概略説明とさせていた
だきます。
　なお、最後の２８ページから３０ペー
ジにかけまして用語の説明を挙げさせて
いただいておりますので、またご参照い
ただければと思います。
　以上であります。
○柴田委員長　理事者の方からの説明が
終わりました。
　それでは、委員の皆さんからこの二つ
について質問を受けたいと思います。

　北川委員。
○北川委員　きょう初めてこれだけの資
料をいただきまして、質問というよりも
まず基本的な考え方といたしまして、現
在でもＪＲ千里丘周辺のいわゆる千里丘
三島線の整備、この事業ではございませ
んけれども、既に整備が始まっておりま
す。ＪＲ千里丘ガードの拡幅の問題とか、
それに伴う周辺の地元の方、これはこれ
とは全く違いますけど、吹田操車場跡地
周辺地域整備計画とか跡地利用基本構想
が出てまいりましても、我々としまして
は、やはり現在やってる事業とどのよう
な整合性を持っているのか、改めてこれ
が突発的に出てきたわけじゃ決してない
わけでして、その辺のところをきちっと
押さえとかないと、何でも新しいものに
すぐ飛びついてですね、いろいろとおっ
しゃいました。今聞いていますと、いつ
になったらこれができるのかなとか、夢
見たような話もいっぱいございます。そ
の辺のことから現実性からにらんだとき
に現在やってる事業、そして当然、総合
計画との整合性、ここにも今おっしゃい
ましたけれども、その辺のとこはきちっ
と押さえていただいて、いかに整合性を
図っていくのかという基本的な問題をひ
とつお聞かせいただきたいのと。
　もう一つ、こちらにも後の方でおっしゃ
いました中に地域の後背性ですか、こう
いうもののとらまえ方。これは基本的に
今の私どもはこの立派な基本構想とかい
ろいろ見せていただきましても、今のイ
メージとこれとがつながらんのですわ、
正直申し上げて。だから、後背性云々と
いう言葉も出ましたけど、市民もどうい
う認識に今いてるのか、住民の皆様、今
後これを出されてそれなりにアンケート
調査もされるとおっしゃいましたけれど
も、今現在、市民の皆さんの意識の中に

－�15�－



本当にこのイメージと今のイメージがつ
ながらない。その辺のとこの考え方をちょっ
と教えていただきたいなと思います。
○柴田委員長　北野都市整備部次長。
○北野都市整備部次長　１点目でござい
ますが、現在やっている事業の連携、あ
るいは総合計画との取り組みのいわゆる
整合性等につきましてのご質問でござい
ますが、一定、この事業計画におきまし
ても、やはり上位計画を基本としながら
今現在進めているような状況でございま
して、また大阪府の総合計画も視野に入
れながら、いわゆる北摂地域での開発の
核とした位置づけがなされている関係で
ございまして、やはりこの内容につきま
しても十分周知しながら、この開発コン
セプトにつきまして起こしてきてるよう
な状況でもございます。
　特に言われております、いわゆる地域
との連携というふうなお話でございます
が、これからそういったいわゆる開発可
能用地におきます導入施設の検討、これ
から具体的に詰めていかなければならな
い。一定、このコンセプトで提案はさせ
ていただいているものの、やはりこれが
いわゆる社会情勢に本当にまたこの地域
の状況に合った形での施設かという判断
は当然やっていかなければならない。い
わゆるこういった内容をとにかく絞り込
んでいった中で、一定、またその周辺地
域との商業関係もにらみながら、一定の
整合性を図ってまいりたいというふうに
考えているところでございます。
　そして、２点目のいわゆる後背の話で
ございますが、これにつきましてもやは
り今のイメージと市民につきましてどう
いうふうな認識を持たれているかという
ふうなお話でございますけれども、やは
りこの吹田操車場跡地のまちづくりにつ
きましては、基本的には一定、我々とい

たしまして、先ほども申しましたが、第
一義的にはアンケート調査でもって調査
し、一定、市民の方のご意見をお伺いし
てまいりたいというふうに考えておりま
す。
　その内容によりまして、また地域的な
問題、あるいは全体的な問題、周辺地域
だけでやるのか、またこれにつきまして
はいろいろと議論する点もございます。
また周辺地域並びに全市的にやるのかと
いうのは、またこれも検討課題と思いま
す。そして住民に対しての認識につきま
しては、特にまず第１段目におきまして
は、やはりアンケート調査をもとに住民
説明をするのかしないのかというふうな
内容につきましても、当然我々といたし
ましては、そのアンケート調査をやった
段階におきまして、一定の判断はしてま
いりたいというふうにも考えているとこ
ろでございます。
　特に沿線住民の方には、一定そのいわ
ゆるまちづくりにつきましては何らかの
方法では説明は加えていかなければなら
ないというふうにも思っておりますので、
その時期的な面は言われますと、まだ具
体的にそのスケジュール等は組んでおり
ませんので、まだこれからそういった内
容につきましても考えていくべきだろう
というふうに思っております。
　以上でございます。
○柴田委員長　北川委員。
○北川委員　おっしゃることは十分わか
るんですけど、ただ、計画ですから、す
べてがこのとおりいくとも限りません。
またそれだけの住民の方々のニーズとか、
また本当に現状の考え方としましては、
市民、住民との、これ今、私が案じるの
は、現実と計画がかけ離れているという
ことを思うんです。これは当然そうであ
らなければいけないのかもしれませんが、
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一気には当然いかないだろう。そしてこ
ちらにもいろいろおっしゃってますよう
に、やはり住民中心の市民参画型のまち
づくりという観点からしますと、今のＪ
Ｒ千里丘ガードの拡幅の事業説明を聞い
てたときも思いましたんですけど、将来
像として描けないというものがあるんで
すね。やっぱり１０年、２０年、これか
らの長いスパンの中で考えていくために
は、私どもが描けない、もう目先のこと
だけしか考えられないというのが今の現
実の皆さん方の考えですよ。だから、そ
れとうまく接点を結ぶためには、それな
りの地元説明なり、意識を徐々に上げて
いくというような方向をとりながら、こ
れは長いことかかるわけですから、今す
ぐどうとは言いません。けれども、市民
の皆さん方に、これを一つの摂津の顔と
してとらえていかれるものをつくってい
こうよという、みんなでつくっていこう
というそういう認識に立つためにも十分
な説明と、またそういう�醸熟度を上げ
ていくというんですか、その努力をやっ
ていただきながら、具体的にここがどう
のこうのという質問は今出ませんけども、
そういうことを踏まえて今後の取り組み
をしていっていただきたいなということ
だけ申し上げておきます。
○柴田委員長　要望というか、考え方で
よろしいですね。
　ほかに質問ありませんか。
　山下委員。
○山下委員　この基本構想全体がこれか
らまだ検討を加えてさらにいろいろ深め
ていくということなんですけども、この
深めるという中身には、その計画そのも
のを、いわばこれを大筋として立てなが
ら、この上に立って深めていくというこ
となるとすれば、出発点ですから大変大
事な問題もたくさん含んでいると思うん

です。そういう大事な問題で、だから今
これ資料いただいて直ちに全面的にいろ
んな意見が出されてくるという状況にも
ないということもまたそうだと思うんで
すよね。だから、これ一遍でこの計画は
議会の皆さんに説明したし、特に意見も
出なかったので進めていきますというこ
とになったら困るので、まずその点の確
認が一つです。
　私、中身の点で言いますと、確かにい
ろいろまだ抽象的で触れられてない、こ
れから検討していく課題もたくさんある
と思うんですけども、今おっしゃってる
例えば上位計画という問題ですね。ある
いは周辺の開発計画との関係とかいうこ
とがいろいろ言われておりますが、これ
らの問題をとって見ますと、例えば今、
国際文化公園都市構想、あるいはここに
出てました水と緑の健康都市ですか、箕
面の止々呂美の地、あるいは幾つかの開
発が行われているということであります
けれども、今日の経済情勢のこともある
でしょうし、もともとの計画自体が一体
どういうものであるのかということを見
たとき、これ本当に住民本位のものかと
言えば、そうではないと。例えば水と緑
の健康都市ですか、大体、宅地開発が中
心だと聞いておりますが、例えばこうい
うものについても正確な数字は知りませ
んけれども、１区画、土地５，０００万
円以上ですか、あるいは建物も入れて１
億円というふうにも言われております。
また国際文化公園都市でも、住宅開発の
分野ではそういうことも言われておりま
すし、とても庶民の手に入るような住宅
開発ではないんですね。あるいはまた企
業についても、ハイテク産業だとか、バ
イオとかいうようなことをいろいろ言わ
れてましたけれども、進出企業はまだ１
社もないと、こういうことも現実であり
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ます。
　そういうことから、上位計画だとか、
こうした計画は、一たん進むと大体これ
は途中でとまらないという傾向がありま
して、失敗でも成功でも、ともかく次々
にとことんやると。採算が合わなければ
税金を注ぎ込むという格好になってきた
というこれまでの例があるんですね。そ
ういうことについて、きょうの話でどん
どん進めていきますよということになる
のか、恐らくこれまでは、少なくとも前
回までは、これらが本当に成り立ってい
くのかどうか、市民の要求に合致してる
のかどうか、あるいは財政的な面で成り
立っていくかどうかということも含めま
して、そんなこともまだ漠としておりま
すという話だったんですよね。計画の方
はしかしそれはそれとして進んでいくと
いうことになりはせんかと。
　今一番の大きな問題は、恐らくこうい
う委託をしても、いつもつきまとってい
るのはそういう財政問題であり、財政問
題というか、それと関連して住民の要求
に合致したものになってるかどうかとい
うことが一番の問題ですけども、つまり
それが合致していなくて、しかも財政は
どんどん浪費していくというふうなこと
がほかの開発の例でもたくさんあるわけ
でありまして、そういうことが問題です
し、その辺のところ、基本的な点として
はそういうところですね、どう考えてい
るのかと。あるいはこれにいろいろ出て
くる企業の誘致なんかについても、これ
なんかも本来いろんなことを言われてま
す。何か小規模の、あるいは地元中小企
業の誘致とかいうようなことも言われて
ますけども、これも経済情勢抜きには考
えられませんけれども、そういう見通し
はまだだれも確たるものを持てないでしょ
う。そういうことの中で、あいまいなま

ま進めていって、気がついたら後戻りで
きないということになりはせんかと、い
ろんな心配をするんですけど、そういう
心配をお持ちじゃないんですか、皆さん
は。この進める側としては。進めようと
してるんですか、この辺のところもまだ、
いやそんなこと言えば、まだ土地の値段
も決まってませんから何も言えませんと
いうことなんかもしれませんけども、少
なくとも今日の状況だとかいうものも見
て、あるいは一番心配、もう端々に出て
きてますが、摂津市の財政状況とかいう
ことも盛んに言っておられるんですね。
そういう中でその辺の問題をどう考えて
いこうとしているのか。基本的な問題で
すから、ひとつその辺からお答えいただ
きたいと思います。
○柴田委員長　小西都市整備部長。
○小西都市整備部長　お答えします。
　基本的な問題ということでございます。
これにつきましては、過去の本委員会で
もご答弁いたしているように、大きな財
政負担にならないというのが基本的な原
則でございます。そういうことの中で、
先ほども担当から今後の計画ということ
でご説明させていただいたということで、
我々としては、用地の問題、価格等あり
ますけども、あくまでも跡地について、
どのような企業が来て、どのぐらいの市
場性があるとか、経済性、土地の売却価
格等を今年度検討しながら、インフラ整
備等がペイになれば一番いいんじゃない
かというのが基本的な考え方でございま
す。ですから、一般財源を多く投資して、
もともとから赤字になるような計画は我々
としては考えておらないというのが原則
でありますから、今年度にそういう企業
等を検討して、どういうゾーニングがい
いかということもあるわけです。そのよ
うなことの中で今年度入っていきたいと。
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一番大きな問題については、やっぱり用
地の価格であると考えております。用地
の価格については、今はっきりとは協定
は結んでないですけれども、これらをい
ろいろ検討する中で、国とは最終的な価
格については最終の詰めをしていきたい。
それの前段として、今年度の基本協定の
中でもありましたように、まずは鉄建公
団としては行政手続をまずしていただく
というのがございます。といいますのは、
環境アセスメント問題しかり、残りの機
能の半分を大阪市に受けていただくとい
う詰めをしていただいて、おおむねそれ
が約２年ぐらいかかるであろうというの
は１月の本委員会でもご報告させていた
だいた内容でございます。それらを踏ま
えた中で、それから受け入れの市の最終
的な態度表明になろうと思います。
　そういうことが合意になって初めて、
今の跡地の基盤整備といいますのは、鉄
道側の整備でございます。今、草が生え
ているところのレール等の移設等を行い
ながら、一定、開発のできる更地にして
いただくのに約３年か４年かかるであろ
うというのが鉄建公団の市に対しての申
し入れの内容でございます。そういうこ
との中で、我々としては、先ほど冒頭に
言いました内容等を加味しながら、市と
して最終的な判断をしていきたいという
考えです。特に一番問題は、今ご指摘の
あった企業が誘致するのかされないのか
ということもあります。それらについて
も今後いろいろ調査する中でも最終的な
詰めをした中で、市としての最終的な判
断をしていきたいというように考えてい
る次第でございます。
　以上です。
○柴田委員長　山下委員。
○山下委員　一部しか答えられてない。
というのは、これはまだ皆さんの了承を

得られたということで事を進めていくこ
とではないと、その辺のとこの確認です
ね。
　それから、今いろいろおっしゃってま
すけども、採算をあらかじめ合わないと、
こんな計画どこにもありませんわ。そん
なん承認できるはずありませんもんね。
しかし、そういうふうにして承認された
計画ですよ、国際文化公園都市も、ある
いは水と緑の健康都市もですね、この近
隣で言えばですよ。ほかにももっとたく
さんあります。それらはいずれもうまい
こといってないんです。破綻しているん
です、はっきり言って。で税金が注ぎ込
まれるということで多くの市民から、府
民から疑惑というか、怒りも含めて寄せ
られているという現状なんです。そんな
もんあらかじめ採算が立つかどうかとい
うこと、立たないという前提から出発す
る事業もままあるようです。初めにまず
事業をやってですね、事業ありきですよ。
やってから後で港をつくりましたからと
ポートセールスやりますと、貨物来てく
ださいというような、そういうところも
あるようですけど、一部で。しかし、多
くは採算ということは当然のこととして
前提になってるんです、どこの計画も。
しかし、その開発計画を子細に見てみた
ら、どこも失敗してるんですよ。という
ことは、この計画を立てるうえでは採算
が合うということは当然の前提でありま
すけれども、そういうことが本当に保証
されるかどうかと。事実今までそう来て
たんですから、それに対する明確な、い
やそうではありませんというものがある
のかどうかということが問われると思う
んですよ、これ。失敗したら税金注ぎ込
むと、結局。わかれへんから言うてこれ
までやってきたら、これは大変なことに
なるということなんですよ。そういうこ
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とに行政が手を出していいのかどうかと
いうことがあるんですね、どうですか。
○柴田委員長　小西都市整備部長。
○小西都市整備部長　先ほどもご答弁申
してますように、我々としては、当市に
残った貴重な空間であるということと、
もう１点は、先ほどの周辺地域整備計画
の中でも、千里丘７丁目内の防災の観点
から一定のＪＲ千里丘駅からつながる道
路を最小限していきたい。そういうこと
の中で、残りの土地について有効利用と
いうことの中で今年度１年かけて検討し
ていくと。確かにこのプランがきょうは
了解いただいたというようには決して私
判断してないんです。といいますのは、
先ほども担当がご説明していますように、
今年度再度これの中身をもう少し突っ込
んだ内容でいろいろ検討もしていきたい
というように考えているわけでございま
す。
　大阪府等の第３セクターで開発された
とこで赤字になっているということであ
りますけども、我々としては、そういう
ような苦い経験がありますから、この跡
地の開発等についても十分そういうこと
にならないように今後検討した中で事業
を進めていきたいというふうに考えてい
るわけでございます。
○柴田委員長　山下委員。
○山下委員　答えられない問題もたくさ
んあるかもわかりませんけれども、先ほ
どお話になった中で、どの段階で市民に
説明していくかということをいろいろおっ
しゃってましたけれども、これはやっぱ
り計画の立案の段階ですね、もうその逐
一から住民の参加を求めていくというこ
とは当然のことです。できましたと、こ
れでどうですかという、それでイエスか
ノーしか言う場がないなんていうような、
そんなことは住民参加とは言わないんで

すよ、それは。立案の段階から。まさに
意思形成過程そのものが住民参加で行わ
なければ、こんなもの意味がないんです
から、そういう姿勢に立っていただくと
いうことかどうかですね。当然のことだ
と思いますが、最初にこういう計画が出
てきてることなんで明らかにしていただ
きたいと思うんです。
○柴田委員長　小西都市整備部長。
○小西都市整備部長　先ほどの答弁の補
足させていただきます。
　今後の調査では、計画地全体の事業性
に重点を置いた中で都市基盤レベル及び
誘致施設のレベルの計画性、事業手法並
びに事業性について、総合的に見きわめ
ながら今後、最終的な判断をしていきた
いというふうに考えているわけでござい
ます。ですから、事業手法といいますの
は、一つは区画整理事業もしかり、いわ
ゆる国の補助金をいただきながらまちづ
くり事業でやるとか、いろんな事業があ
りますけれども、我々としては、１円で
も多く国の補助金をいただけるような内
容のインフラ整備を検討していくと。
　それと、一つは市場性の問題でありま
す。これが一番我々としては懸念してい
るわけでございますけども、これらも今
後、見きわめながら、最終的に総合的に
検討していかなければならないというふ
うに判断しているわけでございます。
　以上です。
○柴田委員長　北野都市整備部次長。
○北野都市整備部次長　住民参加の内容
につきましては、いろいろと当初から一
定、本市におきましても、事業計画段階
でなくて、あくまで梅田貨物駅が移転さ
れますよという段階から一定、住民周知
するという観点から、いわゆる広報でもっ
て順次、流させてきていただいています。
さらに今その構想がまだ具体化していな
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い状況の中で、やはり住民にどれだけの
ものをどう説明していくということもま
だ見えない状況のもとで、今回につきま
しても一定この平成１０年のいわゆる基
本構想につきましても、この７月に広報
に掲載していきたいというふうにも考え
ているところでございまして、やはりこ
ういった内容を逐次、住民の方にそうい
う内容的には知らせていってるというの
が現状でございます。
　さらに、具体的な内容につきましては、
現在そういう導入施設等につきましては
当然、住民の意見も聞きながら、やはり
そういったいわゆる土地利用計画という
のを図ってまいりたいというふうにも考
えておりますし、これからそういった住
民とのかかわりを持っていかなければな
らないというふうにも考えております。
今後そういった住民の意見につきまして
は、十分周知しながらやってまいりたい
というふうに考えているところでござい
ます。
　以上です。
○柴田委員長　山下委員。
○山下委員　意見を聞くということが主
じゃなくて、何か知らせるということが
主なようですが、もちろん知らせること
は大前提でありますが、住民参加という
場合には、そういう意見をただアンケー
トでこういうことを言ってるということ
じゃなくて、計画そのものについてそれ
ぞれの立場から意見を述べていただくと。
しかもそれを反映していくというふうな
ことを、これは確実におやりになる必要
があると。総論は賛成だけど、いつも大
事なとこはまだ決まってませんというふ
うなことで、大事なとここそあいまいに
されるというか、情報はシャットアウト
するということのないように当然のこと
として、やっていくということをお願い

したいと思うんです。
○柴田委員長　原田委員。
○原田委員　副委員長が質問されたあと
で大変申しわけないんですが。７月の広
報に掲載をするということなんですが、
先ほどのご説明の中で、土地利用のゾー
ニングの中でも、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案とい
うことで、いろいろ我々もまだ理解に苦
しむところがあるわけです。そういう状
況で、どういう形で広報を流されるか知
りませんけれども、あるいはこの特別委
員会を経て流そうということなんですけ
れども、そういうのが先に情報として出
ていくと非常に混乱を起こす状況になり
ます。まだいわゆるこれすらもっともっ
と基本構想から練っていかなきゃならん
ので、これぐらいの新聞発表ぐらいであ
るならば、市民もこういうことなんだな
ということなんですけれども、そういう
例えば商業施設の大型スポーツだとか、
そういったものが出ていくと非常に混乱
を招き、議員がそれを了解したというこ
とになって、その話が進んでいくと大変
なことになるというふうに今、感じまし
たので、そういった取り組みについてど
のようにしていこうとされているのか聞
いておきたいと思いますし、吹田市の方
のかかわりもあるやに聞いております。
そういった点、２点だけひとつ聞かせて
いただいて、幾つかまだ例えば千里丘正
雀一津屋線の府の取り組みがどういうふ
うに進められるか、もうあかんという計
画決定も入れてもらわれないということ
になれば、もっとまた考えを変えていか
なきゃならないという、この基本構想自
体を変えなきゃならないと、こういうよ
うな考えもありますので、３点一遍お聞
かせいただきたいと思います。
○柴田委員長　小西都市整備部長。
○小西都市整備部長　まず、１点目の広
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報ということの内容ですけども、私の手
元に持っておりますイメージ図、先ほど
説明しましたコンセプトのＡ、Ｂ、Ｃと
いうものの図面を今言ったように出そう
かなということで、まず大ざっぱな内容
ではこういうことの中身を記載したいと
思っております。１８ページから３点ほ
ど抽出した内容をまず広報に掲載をする
と、そういうことで一つは考えているわ
けです。
　それと、２点目の吹田市とのかかわり
というご質問でございますけども、吹田
市については、今月の初旬に特別委員会
が新しく構成されて、今は正副委員長が
決まったということの中で、特別委員会
がこの６月２３日からの週に開かれるで
あろうという内容の情報を得ております。
その後において当市と同様のものを吹田
市も広報に掲載するというのが我々担当
者レベルの協議の内容でございます。
　それと、もう１点、正雀一津屋線のお
話があったわけでございますけれども、
確かにこれを大阪府に我々としては要望
している路線でありますし、委員のご心
配されてる計画決定もされないというこ
とになりますと大変なことになりますか
ら、我々としてはできるだけそれに沿う
ように今後は府にも強く要望していきた
いというように考えているわけでござい
ます。
　今言いました最後の府道の延長につい
ては、我々としては機会あるたびに大阪
府には今後も要望していくということの
内容でございます。
　以上です。
○柴田委員長　原田委員。
○原田委員　広報でお知らせをしていく
ということであります。きょう我々特別
委員会で、後ほどそれぞれの議員にまた
配付はされると思うんですけれども、ま

だいろんな議論を深めていかなきゃなら
ない状況で、先にこの図面が先走りをい
たしますと、非常に混乱を招く、例えば
商業施設一つであっても、住居地域とい
うことで住宅ゾーンということで定まっ
ておれば余り問題も出ないんでしょうけ
ども、商工会とかいろんな団体に及ぼす
影響が出てまいるというふうに私自身感
じましたので、そのことを慎重に取り扱っ
ていただきたいということだけちょっと
要望しておきたいと思います。
　また別の機会でいろいろ熟視をさせて
いただいて、また機会を持っていただい
たら、その中で発言をしていきたいとい
うふうに思っております。
○柴田委員長　他にありませんか。
　　　（「なし」と呼ぶ者あり）　　　
○柴田委員長　それではきょうのところ
は整備計画調査の概要版と、それから基
本構想の説明を受けたわけですが、我々
も資料をきょう見せていただきまして、
皆さんにも十分また内容を検討していた
だいて、それから先ほど部長もおっしゃ
いましたように、これをたたき台にして
次へのステップの取り組みをしていくと
いうようなこともおっしゃっていただい
ておりますので、ひとつそういうことで
きょうの委員会はこの辺で閉じさせてい
ただきたい、こういうふうに思います。
　どうもありがとうございました。
　　（午前１１時４４分　閉会）　　　
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　委員会条例第２９条第１項の規定によ
り、署名する。

　　吹田操車場跡地・駅前再開発　　　
　　特別委員長　　柴 田 繁 勝
　　　　

　　吹田操車場跡地・駅前再開発　　　
　　特別委員　　原 田 　 平
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